
　
私
た
ち
の
学
園
は
、
信
頼

を
絆
に
し
た
教
育
の
場
で
あ

る
。「
全
学
一
体
」
は
学
園
の

理
念
を
表
象
す
る
言
葉
と
し

て
、
今
、
な
お
新
鮮
で
あ
る
。

世
界
を
構
成
す
る
一
人
ひ
と

り
の
個
性
。
衝
突
と
緩
和
。

そ
し
て
、理
解
と
向
上
。『
荘

子
』
を
出
典
と
す
る
〈
莫
逆

の
友
〉
と
は
、
親
密
な
友
人

を
指
す
が
、
そ
の
よ
う
な
友

人
を
得
る
た
め
に
は
、
真
剣

な
議
論
と
、
共
に
汗
を
流
す

時
間
が
不
可
欠
だ
ろ
う
▼
二

年
の
歳
月
を
経
て
、
中
国
河

南
師
範
大
学
と
の
学
術
交
流

協
定
の
締
結
が
実
現
し
た
。

河
南
大
学
に
次
ぐ
協
定
校
と

な
る
。
六
月
に
は
、
こ
の
二

つ
の
大
学
で
本
学
三
年
生
へ

の
編
入
試
験
が
実
施
さ
れ

た
。
選
抜
さ
れ
た
八
名
の
留

学
生
が
、
秋
学
期
よ
り
本
学

で
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。
彼
ら

が
皇
學
館
大
学
の
卒
業
証
書

を
手
に
す
る
ま
で
、厳
し
く
、

そ
し
て
温
か
く
見
守
り
た
い

▼
万
博
で
賑
わ
う
上
海
で
、

小
雨
の
魯
迅
公
園
を
訪
ね

た
。
彼
は
日
本
で
医
学
を
学

ん
だ
が
、
後
に
中
国
近
現
代

文
学
を
代
表
す
る
人
物
と
な

る
。
代
表
作
「
故
郷
」
は
、

〈
其
実
地
上
本
没
有
路
，走
的

人
多
了
，
也
便
成
了
路
〉
で

閉
じ
ら
れ
る
。〈
実
は
地
上
に

は
も
と
も
と
道
は
無
い
。
歩

く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ

が
道
に
な
る
の
だ
〉。学
園
の

将
来
に
、
留
学
生
の
希
望
を

重
ね
て
み
る
。
世
界
の
中
の

日
本
を
考
え
る
為
に
も
。

倉
田
山

●今号の注目記事
1 面

河南師範大学と
学術交流協定を締結
2 面
上杉千郷常任顧問に最後の別れ
4・5 面　 学生責任編集ページ

先輩のお仕事拝見
6 面　 高校・中学

上位入賞者が続出
8 面
第１回
皇學館大学特別講座を開催
女子柔道部
初の全国大会出場

●連載
2 面
皇學館人物列伝⑧
廣池千九郎
3 面
リレーエッセイ　私の学生時代
山田やす子（コミュニケーション学科教授）
7 面
先輩、お元気ですか
秦　昌弘氏（四日市市立博物館学芸員）

河南師範大学と学術交流協定を締結
　
河
南
師
範
大
学
は
、
河
南

省
新
郷
市
に
位
置
し
、
約
八

十
年
の
歴
史
を
有
す
る
総
合

大
学
だ
。
千
七
百
名
余
り
の

教
授
陣
の
も
と
、
約
一
万
五

千
名
の
学
生
が
学
ぶ
。
主
な

学
部
と
し
て
、
外
国
語
学
部

の
他
に
教
育
学
部
、文
学
部
、

体
育
学
部
、
法
律
学
部
や
複

数
の
芸
術
・
理
系
の
学
部
を

有
し
、
特
に
日
本
語
学
科
は

中
国
内
で
は
有
数
の
レ
ベ

ル
。
教
授
陣
も
多
彩
な
陣
容

を
誇
っ
て
い
る
。

　
協
定
締
結
に
あ
た
り
、
本

学
か
ら
は
半
田
美
永
学
生
部

長
、
山
田
や
す
子
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授
、
張

磊
社
会
福
祉
学
部
教
授
、
齋

藤
平
国
文
学
科
准
教
授
、
松

下
道
信
国
文
学
科
講
師
、
西

谷
豊
事
務
局
長
ら
が
六
月
八

日
に
河
南
師
範
大
学
を
訪
問

し
、
本
学
を
代
表
し
て
、
半

田
学
生
部
長
が
日
本
語
お
よ

び
中
国
語
の
協
定
書
に
調
印

を
行
っ
た
。

　
調
印
に
先
立
ち
、
焦
留
成

河
南
師
範
大
学
学
長

は
、「
過
去
二
年
間
、

各
代
表
団
が
互
い
の

大
学
を
行
き
来
し
、

友
好
な
関
係
を
築
い

て
き
た
。
す
で
に
本

学
の
卒
業
生
数
名
が

貴
学
で
学
ん
で
い
る

実
績
も
あ
る
。
今
回

の
協
定
締
結
に
あ
た

り
、
両
大
学
の
教
職

員
・
学
生
の
交
流
が

ま
す
ま
す
活
発
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
挨
拶
。

　
次
い
で
半
田
学
生

部
長
が
、「
協
定
に
基

づ
き
、
今
後
積
極
的

　相互の友好を深め教育・学術研究交流を促進することを目的に、本学は
中国・河南師範大学（H22.6.8付）と学術交流協定を締結した。河南大学、
中国社会科学院日本研究所に続き、中国では三つ目の協定機関となる。

　
河
南
師
範
大
学
と
の
協
定

締
結
と
合
わ
せ
、
六
月
七
日

に
河
南
大
学
、
六
月
八
日
に

河
南
師
範
大
学
で
編
入
学
試

験
を
実
施
し
た
。
各
大
学
に

お
い
て
厳
し
い
学
内
選
考
を

通
過
し
た
七
名
（
河
南
大

学
）、八
名（
河
南
師
範
大
学
）

の
二
年
次
修
了
予

定
者
が
受
験
。
筆

記
試
験
、
面
接
の

結
果
、
河
南
大
学

四
名
（
国
文
学
科

三
名
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

一
名
）、
河
南
師

範
大
学
四
名
（
国

文
学
科
二
名
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
二
名
）
の

計
八
名
の
学
生
が

本
年
秋
学
期
よ
り

新
た
に
本
学
の
門

を
く
ぐ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
八
名
の
学
生
は
三

年
次
に
編
入
し
、
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
、
二
年

間
を
伊
勢
の
地
で
学
び
、
両

大
学
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
位

（
学
士
）が
与
え
ら
れ
る
。

　
合
格
し
た
河
南
師
範
大
学

の
史
淑
明
さ
ん
は
、「
日
本
の

原
点
の
一
つ
で
も
あ
る
伊
勢

の
地
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

大
変
嬉
し
い
。
日
本
語
の
上

達
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
歴

史
・
文
化
を
学
び
、
日
中
友

好
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
。
将
来
は
、

通
訳
の
職
を
め
ざ
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
試
験
官
を
担
当
し
た
山
田

や
す
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
教
授
は
、「
非
常
に
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
受
験
生
が
揃

い
、
選
抜
に
苦
慮
し
た
。
特

に
今
回
、
初
め
て
の
受
け
入

れ
と
な
る
河
南
師
範
大
学
の

日
本
語
レ
ベ
ル
は
相
当
高

い
。
来
日
後
、
河
南
大
学
の

学
生
と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

で
、
互
い
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
」
と
感
想
を
述

べ
た
。

　
六
月
十
五
日
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
共
和
国
の

ヌ
ル
デ
ィ
ー
ン
・
ハ
シ
ェ
ッ
ド
特
命
全
権

大
使
が
来
学
し
、
茶
道
部
が
茶
会
で
お
も

て
な
し
す
る
な
ど
、
学
生
と
の
交
流
を
楽

し
ん
だ
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
だ
っ
た

が
、
午
後
三
時
四
十
分
に
到
着
し
た
大
使

は
佐
古
一
洌
理
事
長
、伴
五
十
嗣
郎
学
長
、

チュニジア大使が来学
茶道部が茶会でおもてなし

西
谷
豊
事
務
局
長
ら
の
出
迎
え
を
受
け
、

神
道
博
物
館
・
貴
賓
室
に
て
対
談
。
会
談

の
中
で
大
使
は
前
日
に
伊
勢
神
宮
に
訪
れ

た
際
の
印
象
を
話
し
、「
な
ぜ
こ
の
地
に
建

て
ら
れ
た
の
か
、
身
体
で
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
ま
た
、

若
い
世
代
が
積
極
的
に
交
流
し
互
い
を
分

か
り
合
う
こ
と
が
世
界
平
和
に
つ
な
が
る

と
語
り
、
本
学
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
大
学
機

関
と
の
交
換
留
学
な
ど
も
将
来
的
に
実
現

し
た
い
と
希
望
を
話
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
大
使
は
記
念
館
の
茶
室
へ
移

動
。
顧
問
で
あ
る
淺
沼
宗
博
特
別
招
聘
教

授
を
は
じ
め
、
茶
道
部
員
五
名
に
よ
る
も

て
な
し
を
受
け
た
。
大
使
は
終
始
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
様
子
で
、
時
に
は
ジ
ョ
ー
ク
も

交
え
な
が
ら
学
生
た
ち
の
質
問
に
答
え
て

い
た
。

　
茶
会
に
参
加
し
た
学
生
の
ひ
と
り
、
国

文
学
科
一
年
の
玉
置
沙
由
利
さ
ん
は
と
て

も
緊
張
し
た
と

言
い
な
が
ら

も
、「
今
ま
で
は

チ
ュ
ニ
ジ
ア
と

い
う
国
が
ど
こ

に
あ
る
の
さ
え

知
ら
な
か
っ
た
。
今
日
は
そ
の
歴
史
や
地

理
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
有
意
義

だ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
神
道
学
科

一
年
の
坂
口
智
紀
さ
ん
は
大
使
が
会
話
の

中
で
明
治
時
代
の
外
交
に
つ
い
て
大
変
優

れ
て
い
た
と
言
及
し
た
点
に
触
れ
、「
自
国

が
誉
め
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
。〈
外
か
ら

見
た
日
本
〉
を
考
え
る
い
い
機
会
に
も
な

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

秋
に
八
名
の
留
学
生
が
来
学

河
南
大
学
・
河
南
師
範
大
学
で
編
入
試
験

に
研
究
者
・
学
生
の
交
流
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。
本
学

の
発
展
の
た
め
に
は
、
優
秀

な
日
本
語
学
科
を
持
つ
貴
学

と
の
連
携
は
必
要
不
可
欠

だ
。
今
後
の
交
流
の
中
で
様

々
な
課
題
が
生
じ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
学
生
が
決
し
て

不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
き

よ
う
連
絡
を
密
に
し
た
い
。

両
大
学
の
絆
が
よ
り
強
固
に

な
り
、相
互
理
解
を
通
じ
て
、

日
中
友
好
親
善
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

う
ら
か
な
し

扇
を
た
た
む

滝
原
に

あ
き
つ
も
玲も
ゆ
ら瓏

青
山
に
入
る

山
中
智
恵
子

う
ら
か
な
し

扇
を
た
た
む

滝
原
に

あ
き
つ
も
玲も
ゆ
ら瓏

青
山
に
入
る

山
中
智
恵
子
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そ
の
一
つ
と
し
て
名
張
学
舎
「
週

末
あ
そ
び
塾
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
名
張

学
舎
に
呼
ん
で
、
様
々
な
体
験
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
か
れ
こ
れ

七
年
目
に
入
る
事
業
で
す
。

　
六
月
に
は
大
掛
か
り
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。「
竹
で
基

地
を
作
ろ
う
!

ス
タ
ー
☆
ド
ー

ム
に
挑
戦
」
と
題
し
て
、
二
十
名

を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
と
サ
ポ
ー

ト
学
生
が
竹
を
組
む
こ
と
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
竹
の
さ
さ
く
れ
を
ナ

イ
フ
で
削
り
落
と
し
、
麻
紐
で
竹

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
そ
し
て
組
ん

で
い
き
ま
す
。子
ど
も
た
ち
も「
何

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う

感
覚
で
し
た
が
、
組
み
上
げ
た
竹

を
持
ち
上
げ
て
立
体
状
に
し
て
い

ひ
ろ
い
け
ち
く
ろ
う

8

　
　
モ
ラ
ロ
ジ
ー（
道
徳
科
学
）の
提
唱
者廣
池
千
九
郎
　
ひ
ろ
い
け
ち
く
ろ
う

道
の
何
か
を
教
え
ら
れ
て
も
、
自
分
が
そ

の
心
の
持
ち
主
か
と
い
え
ば
程
遠
い
も
の

を
感
じ
、
足
元
の
掬
わ
れ
る
思
い
に
な
っ

た
。

　
廣
池
は
尊
敬
す
る
師
を
訪
れ
率
直
に
尋

ね
た
。

「
神
の
慈
愛
を
身
に
つ
け
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
」

　
師
は
、
こ
う
答
え
た
。

「
廣
池
さ
ん
、
そ
れ
は
人
を
助
け
れ
ば
判

り
ま
す
」

　
ま
も
な
く
廣
池
は
二
見
の
今
一
色
で
講

話
を
し
た
。「
人
生
が
順
調
に
推
移
す
る
に

は
神
の
心
に
な
る
。
そ
れ
が
自
然
の
摂
理

で
進
化
の
道
…
」
と
皇
學
館
で
語
る
内
容

で
あ
っ
た
。
終
わ
っ
た
時
、
戸
板
に
乗
っ

た
全
身
不
随
の
女
性
が
運
ば
れ
て
来
た
。

「
先
生
、
こ
の
女ひ

と

を
助
け
て
や
っ
て
下
さ

い
」

　
神
な
ら
ぬ
廣
池
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出

来
ず
、
思
わ
ず
神
に
祈
っ
て
い
た
。
や
や

あ
っ
て
言
っ
た
。

「
病
人
が
美
し
い
心
に
な
る
こ
と
。
恨
み
、

欲
、
怒
り
な
ど
自
分
中
心
の
心
を
と
り
去

る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
私
は
通
わ
せ
て

も
ら
う
」

　
そ
れ
か
ら
三
日
に
あ
け
ず
今
一
色
へ
通

っ
た
。
神
田
久
志
本
か
ら
神か

み

社や
し
ろ

へ
。
そ
し

て
渡
船
で
一
キ
ロ
、
計
四
キ
ロ
の
距
離
。

当
時
は
そ
れ
が
最も

寄よ
り

コ
ー
ス
。

　
あ
る
日
、
天
候
が
悪
く
時
刻
が
来
て
も

用
意
が
な
い
。
不
審
に
思
っ
て
船
頭
に
尋

ね
た
。

「
こ
の
天
気
で
は
の
ォ
…
」

「
定
期
便
は
規
定
で
は
一
人
の
客
で
も

…
」

　
し
ぶ
し
ぶ
用
意
に
か
か
っ
た
船
頭
は
船

上
か
ら
網
を
外は

ず

せ
な
ど
と
指
示
す
る
。
腹

立
ち
を
覚
え
つ
つ
廣
池
は
そ
れ
を
外
し
投

げ
た
。
乗
せ
て
や
る
と
の
不
遜
な
態
度
に

も
怒
り
つ
つ
促
さ
れ
る
ま
ま
船
中
へ
入

る
。
客
は
一
人
だ
っ
た
。
中
程
ま
で
来
た

頃
、
な
ぜ
か
廣
池
の
心
に
反
省
の
念
が
湧

い
た
。
自
分
は
何
し
に
行
く
の
か
。
病
人

に
人
を
責
め
る
心
は
な
く
せ
と
…
…
。
自

分
の
愚
か
さ
に
気
づ
い
て
い
た
。「
乗
る
時

は
す
ま
な
か
っ
た
」
と
詫
び
て
い
た
。
下

船
の
時
、船
頭
の
様
子
も
変
わ
っ
て
い
た
。

　
病
人
は
一
年
通
う
間
に
手
足
が
動
き
、

起
き
あ
が
り
、
や
が
て
立
て
る
よ
う
に
な

り
、
子
守
も
出
来
た
。

　
一
番
驚
い
た
の
は
廣
池
自
身
だ
っ
た
。

奇
跡
に
思
え
た
。
そ
の
女
性
は
人
柄
も
変

わ
り
、
昭
和
十
三
年
ま
で
三
十
年
間
も
元

気
だ
っ
た
。

　
人
間
の
心
に
は
凄
い
力
が
確
か
に
あ

る
。
そ
れ
が
動
物
　
人
　
神
と
の
進
化
の

道
だ
。
心
の
純
な
働
き
こ
そ
神
の
道
だ
。

廣
池
に
は
そ
れ
が
確
認
で
き
る
事
件
だ
っ

た
。
廣
池
の
人
生
は
以
来
大
き
く
変
わ
っ

た
。

　
ど
う
か
皇
學
館
の
学
生
諸
君
も
神
社
港

に
立
ち
今
一
色
を
望
み
、
人
間
の
真
の
教

え
を
求
め
、
真
剣
に
神
の
道
を
探
っ
た
本

学
の
一
教
授
を
偲
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。 

学
校
法
人
皇
學
館
監
事
　
山
中
隆
雄

　『
古
事
類
苑
』の
編
集
員
で
あ
っ
た
廣
池

千
九
郎
は
明
治
四
十
年
、
選
ば
れ
て
神
宮

皇
學
館
の
教
授
と
し
て
伊
勢
に
赴
任
し

た
。
四
十
一
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
神
道

史
な
ど
を
担
当
し
た
。

　
だ
が
自
分
を
省か

え
り

み
る
と
き
、
人
に
神
の

　
六
月
三
十
日
に
八
十
七
歳

で
死
去
し
た
本
法
人
常
任
顧

問
・
上
杉
千
郷
氏
の
葬
儀
・

告
別
式
が
七
月
三
日
、
高
山

市
の
松
想
苑
で
行
わ
れ
た
。

　
神
宮
皇
學
館
大
學
附
属
専

門
部
、
國
學
院
大
學
文
学
部

史
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
上
杉

氏
は
法
務
大
臣
秘
書
官
や
郵

政
大
臣
秘
書
官
を
歴
任
。
昭

和
五
十
七
年
に
は
国
の
重
要

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
祭
礼「
長
崎
く
ん
ち
」で

知
ら
れ
る
鎮
西
大
社
諏
訪
神

社
の
宮
司
に
就
任
し
た
。
被

爆
地
の
宗
教
者
が
宗
派
を
超

　
省
み
ま
す
に
先
生
の
御
事
績
は

神
職
の
み
な
ら
ず
実
に
多
岐
広
範

に
亘
り
、
そ
の
精
力
的
な
御
活
躍

に
は
余
人
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
先
生
の
行
動
の
源
は
奈
辺
に
あ

っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

　
玉
書『
飛
騨
神
主
の
笏
紙
』の
中

で
か
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

終
戦
の
報
は
、
前
戦
基
地
で
特

攻
待
機
中
に
聞
い
た
。

上
杉
千
郷
常
任
顧
問
に
最
後
の
別
れ

岐
阜
県
高
山
市
で
葬
儀
・
告
別
式

名張学舎「週末あそび塾」を
ご存知ですか？

え
て
世
界
平
和
を
願
う
長
崎

県
宗
教
者
懇
話
会
の
会
長
も

務
め
る
な
ど
、
平
和
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　
平
成
十
三
年
八
月
か
ら
平

成
二
十
年
八
月
ま
で
学
校
法

人
皇
學
館
の
理
事
長
を
務

め
、
本
法
人
の
発
展
に
多
大

に
寄
与
し
た
。

　
告
別
式
に
は
温
厚
誠
実
な

故
人
の
遺
徳
を
偲
び
、
神
社

界
や
教
育
界
な
ど
各
界
か
ら

約
五
百
人
が
参
列
。
そ
の
功

績
を
讃
え
、
別
れ
を
惜
し
ん

だ
。

　
な
お
、
故
人
を
偲
ぶ
会
が

八
月
三
十
日
㈪
正
午
よ
り
熱

田
神
宮
会
館（
名
古
屋
市
）で

開
催
さ
れ
る
。

　
皇
學
館
大
学
社
会
福
祉
学
部
地

域
福
祉
文
化
研
究
所
は
地
域
研
究

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
貢
献

も
活
動
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
福
祉
文
化
研
究
所

に
は
主
催
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、

く
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
「
お

お
〜
っ
!
」
と
い
う
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
見
事
な
「
ス
タ
ー
☆

ド
ー
ム
」
の
完
成
で
す
。
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
か
？
　

気
に
な
る
方
は
是
非
名
張
学
舎
に

来
て
く
だ
さ
い
。
十
月
二
十
二
日

か
ら
の
皇こ

う

名み
ょ
う

祭さ
い

ま
で
、
名
張
学
舎

の
真
ん
中
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　
五
月
に
は
子
ど
も
た
ち
が
薪
で

ご
飯
を
炊
き
ま
し
た
。
七
月
は
じ

め
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

と
学
生
が
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

七
月
十
七
日
か
ら
は
子
ど
も
た
ち

が
名
張
学
舎
の
中
で
二
泊
三
日
の

キ
ャ
ン
プ
も
し
ま
す
。
名
張
学
舎

「
週
末
あ
そ
び
塾
」
の
活
動
の
一

部
を
紹
介
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
文
化
研
究
所
所
員
　
叶
俊
文

…
…
翌
日

　
夜
の
瀬
戸
内
海
の

上
を
飛
ん
だ
。
今
ま
で
夜
間
飛

行
で
何
度
も
飛
ん
だ
折
に
は
、

灯
火
管
制
で
真
暗
闇
で
あ
っ
た

島
々
に
、
何
と「
灯
り
」が
点
々

と
つ
い
て
い
る
。「
戦
争
は
終
っ

た
ん
だ
。」私
は
わ
け
も
な
く
涙

が
出
て
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。

そ
の
涙
は
、「
戦
争
が
終
っ
た
ん

だ
」
と
い
う
実
感
と
、
出
撃
し

た
同
期
生
へ
の「
申
し
訳
な
さ
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
負
い
目
は
私

の
生
涯
を
通
し
て
心
に
残
っ
て

い
る
。
そ
れ
と
そ
の
後
の
人
生

を
「
お
釣
り
の
人
生
」
と
の
考

え
方
、
そ
れ
が
何
と
し
て
も
心

の
隅
を
離
れ
な
い
。

　
こ
の
捨
身
・
無
欲
・
無
私
の
信

念
加
え
て
清
明
心
こ
そ
神
の
御
意

思
の
ま
に
ま
に
生
き
ら
れ
た
八
十

七
年
の
御
生
涯
で
あ
っ
た
か
と
拝

察
致
し
ま
す
。

　
理
事
長
と
し
て
我
が
皇
學
館
に

御
在
任
七
年
余
の
間
、
大
学
の
施

設
・
設
備
の
整
備
に
格
段
の
力
を

濯
が
れ
、〝
建
学
の
精
神
〞
の
具
現

化
に
寄
与
な
さ
い
ま
し
た
御
功
績

　
上
杉
千
郷
先
生
の
御
霊
前
に
謹

ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
生
は
飛
騨
古
川
累
代
社
家
の

御
長
男
と
し
て
お
生
ま
れ
に
な

り
、
若
く
し
て
聡
明
青
雲
の
志
高

く
　
伊
勢
、
神
宮
皇
學
館
大
學
に

学
ば
れ
ま
し
た
。
時
あ
た
か
も
大

東
亜
戦
争
の
最
中
、
学
徒
出
陣
し

て
海
軍
航
空
隊
士
官
、
特
攻
待
機

中
に
終
戦
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

　
戦
後
、
政
府
各
秘
書
官
を
経
て

後
、
本
格
的
に
神
社
界
に
身
を
投

ぜ
ら
れ
、岐
阜
県
神
社
庁
副
庁
長
・

長
崎
鎮
西
大
社
諏
訪
神
社
宮
司
・

神
社
新
報
社
取
締
役
・
長
崎
県
神

社
庁
長
等
々
の
要
職
を
御
歴
任
、

平
成
十
三
年
八
月

　
学
校
法
人
皇

學
館
理
事
長
に
御
就
任
な
さ
い
ま

し
た
。

は
誠
に
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
先
生
が
御
退
任
の
折
、
全
教
職

員
の
前
で
、
忘
れ
得
な
い
施
設
設

備
が
三
件
あ
り
。
一
つ
は
戦
没
学

徒
顕
彰
碑
、
二
つ
は
祭
式
教
室
の

改
築
、
三
つ
は
大
学
記
念
館
の
移

設
改
修
で
あ
る
と
。
も
と
よ
り
そ

の
他
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
拡
張

整
備
は
大
小
十
指
に
余
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
母
館
の
源

流
を
継
承
し
、
本
学
教
育
の
基
盤

を
築
き
拡
張
す
る
に
足
る
も
の
ば

か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
先
生
は
常
々
申
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
皇
學
館
は
あ
く
ま
で
も
神
道

大
学
で
あ
る
。
神
道
精
神
に
副
っ

た
教
育
の
実
践
こ
そ
が
先
人
の
意

思
を
継
承
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

う
し
た
独
自
性
の
発
揮
が
唯
一
皇

學
館
の
発
展
の
道
で
あ
る
。

　
私
共
は
そ
の
尊
い
御
教
え
、
お

導
き
を
身
に
体
し
、
全
身
全
霊
を

も
っ
て
全
学
一
体
一
丸
と
な
っ
て

邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
思
い
ま
す
に
先
生
は
、
常
人
に

抜
き
ん
で
て
健
筆
・
雄
弁
か
つ
実

行
の
人
で
も
あ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
文
章
、
御
言
葉
、
行
な
い
の
中

に
古
来
よ
り
の
神
の
道
が
厳
然
と

し
て
存
在
し
尽
さ
れ
、
多
く
の
人

々
に
絶
大
な
影
響
を
与
え
給
う
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　
又
、
先
生
の
狛
犬
研
究
、
蒐
集

は
群
を
抜
き
大
き
な
足
跡
を
残
さ

れ
ま
し
た
し
、
茶
道
の
造
詣
殊
の

外
深
く
、
裏
千
家
よ
り
茶
名
「
宗

郷
」を
授
与
さ
れ
た
と
承
り
ま
す
。

　
本
年
三
月
十
九
日
、
自
ら
の
御

発
案
で
建
立
の
記
念
館
内
「
日
月

庵
」
に
て
、
奥
様
と
共
に
親
し
く

お
茶
会
を
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

折
、
神
道
・
茶
道
一
致
を
説
か
れ

つ
つ
の
立
居
振
舞
は
古
武
士
の
風

格
を
思
は
せ
、
一
同
感
服
致
し
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
こ
れ
が
元
気
な
お
姿
を

拝
し
得
た
最
後
で
も
あ
り
ま
し

た
。
此
度
の
御
逝
去
は
本
当
に
口

惜
し
く
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
御

冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
お
別
れ
の
言
葉
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
二
年
七
月
三
日

　
　
学
校
法
人
皇
學
館
理
事
長
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教職員が選ぶ
心に残った映画

平
成
二
十
二
年
度
萼
の
会
役
員
名
簿

市
　
川
　
重
　
夫

真
衣

教
育

四

山
　
元
　
義
　
清

千
晃

神
道

四

小
田
谷
　
　
　
司

美
緒

社
福

三

北
　
島

　
清

　
博

慈
人

神
道

三

大
　
松

　
信

　
久

万
穂

教
育

四

中
　
村

　
　
　
誠

侑
衣

教
育

二

　●リ ●レ ●ー ●エ ●ッ ●セ ●イ  私の学生時代
恩師への恩返し

コミュニケーション学科 教授　山田やす子

　
名
古
屋
の
南
山
大
学
で
学
部
、
大
学

院
と
十
年
間
を
過
ご
し
た
。
そ
の
後
皇

學
館
大
学
に
勤
め
、
早
い
も
の
で
四
半

世
紀
が
過
ぎ
た
。
皇
學
館
を
は
じ
め
て

訪
れ
た
と
き
、
坂
を
上
っ
て
校
内
に
入

っ
て
い
く
感
じ
が
、
な
ん
と
な
く
母
校

を
思
わ
せ
た
。

　
南
山
で
は
文
学
部
独
語
学
独
文
学
科

で
学
ん
だ
。
十
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
一
番
の
思
い
出
は
先
生
方
と
の

ふ
れ
あ
い
で
あ
る
。
当
時
独
文
の
先
生

方
は
ほ
と
ん
ど
大
学
の
す
ぐ
近
く
に
あ

る
宿
舎
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
。
ど
の
先

生
も
と
て
も
気
さ
く
で
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
学
生
た
ち
を
自
宅
に
招
い
て
く

だ
さ
っ
た
。
ド
イ
ツ
人
の
先
生
方
も
例

外
で
は
な
か
っ
た
。
は
じ
め
て
先
生
の

お
宅
に
伺
っ
た
の
は
、
入
学
し
た
て
の

頃
、
指
導
教
員
の
先
生
の
自
宅
に
招
か

れ
た
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
そ
ん

な
こ
と
は
め
っ
た
に
経
験
が
な
か
っ
た

の
で
少
々
面
食
ら
っ
た
が
、
十
五
、
六

名
の
学
生
が
先
生
の
お
宅
へ
押
し
か
け

た
。
奥
様
の
手
作
り
の
ケ
ー
キ
と
飲
み

物
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
お
し
ゃ
べ
り
。

教
室
や
先
生
方
の
研
究
室
と
は
異
な
る

雰
囲
気
を
、
少
し
緊
張
し
つ
つ
楽
し
ん

だ
の
を
今
で
も
懐
か
し
く
思
い
出
す
。

学
部
の
ゼ
ミ
、
大
学
院
を
通
し
て
の
恩

師
の
家
に
は
始
終
伺
い
、
院
の
仲
間
た

ち
と
長
野
県
の
別
荘
に
ま
で
お
邪
魔
し

て
い
る
。

　
そ
ん
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
学
生
時
代

を
過
ご
し
た
私
が
、
学
生
を
指
導
す
る

立
場
に
な
っ
た
。
教
養
科
の
教
員
だ
っ

た
と
き
に
も
た
ま
に
学
生
を
自
宅
に
招

く
こ
と
は
あ
っ
た
。
そ
の
後
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
が
で
き
、
ゼ
ミ
生
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
こ
れ
が
恒

例
行
事
に
な
っ
た
。
ゼ
ミ
生
は
卒
業
ま

で
に
少
な
く
と
も
一
度
は
決
し
て
上
手

と
は
言
え
な
い
私
の
手
料
理
を
食
べ

る
。

　
一
昨
年
か
ら
本
学
は
中
国
河
南
省
か

ら
の
留
学
生
を
迎
え
て
い
る
。
全
員
実

に
優
秀
な
学
生
た
ち
で
あ
る
。
彼
女
た

ち
を
見
て
い
る
と
、
三
年
生
の
秋
か
ら

四
年
生
の
夏
に
か
け
て
西
ド
イ
ツ
の
ザ

ー
ル
ラ
ン
ト
州
立
大
学
へ
留
学
し
た
と

き
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
の
と
き
の

不
安
や
戸
惑
い
、う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
つ
つ
、

今
留
学
生
た
ち
と
接
し
て
い
る
。

　
ど
れ
も
こ
れ
も
学
生
時
代
に
先
生
方

に
教
え
ら
れ
、
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と

に
対
す
る
恩
返
し
で
あ
る
。

　
去
る
五
月
十
五
日
に
平
成

二
十
二
年
度
萼
の
会
役
員

会
、
翌
十
六
日
に
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

◉
萼
の
会
役
員
会

　
十
五
日
、
午
後
二
時
よ
り

伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
萼
の
会
会
長
並
び
に
伴

学
長
の
挨
拶
に
よ
り
役
員
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
お

集
ま
り
い
た
だ
い
た
役
員
三

十
一
名
、
参
与
で
も
あ
る
本

学
教
員
及
び
職
員
二
十
一
名

で
、
総
会
に
諮
る
べ
き
議
事

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

◉
萼
の
会
総
会

　
十
六
日
、
伊
勢
学
舎
記
念

講
堂
に
お
い
て
、
文
学
部
会

員
百
六
十
名
、
社
会
福
祉
学

部
会
員
四
十
二
名
、
教
育
学

部
会
員
百
名
、
現
代
日
本
社

会
学
部
会
員
十
九
名
及
び
大

学
教
職
員
九
十
一
名
の
出
席

の
も
と
、
午
前
九
時
三
十
分

よ
り
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
議
事
に
つ
い
て
次
の
と

お
り
審
議
さ
れ
、
盛
会
の
う

ち
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
議
　
事
】

㈠
平
成
二
十
一
年
度
行
事
事

業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い

て
㈡
平
成
二
十
二
年
度
役
員
選

出（
案
）に
つ
い
て

㈢
平
成
二
十
二
年
度
行
事
事

業
計
画
（
案
）
及
び
予
算

（
案
）に
つ
い
て

㈣
そ
の
他
、
大
学
の
現
況
報

告
な
ど

　
議
事
㈠
に
つ
い
て
は
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
、
㈡
は
後

載
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
㈢
は
平
成
二

十
二
年
度
行
事
事
業
計
画
及

び
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
㈣
に
つ
い
て
は
特
に
な

し
。

珠玉の名曲が散りばめられたミュージカル
『サウンド・オブ・ミュージック』
（1965年・アメリカ／ロバートワイズ監督）
　

　青空の下、丘の上でマリアがギターを
抱え、とても澄んだ声で子供たちと「ド
レミの歌」を歌う場面が忘れられない。
ザルツブルグに行った時に、アメリカ映
画でありながらこの地で撮影されたのを
知った。有名な撮影場所を巡るバスツア

ー参加者は、アメリカ人と日本人が主で、オーストリア人
は映画そのものを知らないという説明には驚いたものだっ
た。実話を基にしたストーリーの見事な展開と珠玉の名曲
が散りばめられたこのミュージカル映画は、私の一押しの
名作である。 教育学科教授　錦かよ子

SFアドベンチャーの最高傑作
『バック・トゥ・ザ・フューチャー』
（1985年・アメリカ／ロバートゼメキス監督）
　

　公開から25年たった今でも大人気の
SFアドベンチャーの最高傑作です。ロッ
クとペプシが大好きな高校生マーティは
親友の科学者ドクの発明したタイムマシ
ンで1985年から1955年にタイムスリップ
してしまいます。そこで若き日の母親が

マーティに一目惚れしてしまったから、さあ大変! この映
画は 3部作となっており、パート 2では2015年の未来にパ
ート 3 では1885年の西部開拓時代にタイムスリップしま
す。何度観ても飽きないドキドキわくわくする映画です。
ぜひ 3作ともご覧ください。
 コミュニケーション学科准教授　川村一代

夏 休 み 特 別 企 画

もうすぐ夏休み。みなさんはどんな計画を立
てていますか？ ノープランという人は映画
や本にどっぷり浸かる知的生活はいかが。本
コーナーでは教職員が選んだ学生時代に観て
おきたい、とっておきの映画を紹介します。

元CIA工作員が見た政治の裏側
『シリアナ（SYRIANA）』
（2005年・アメリカ／スティーブン・ギャガン監督）
　

　この映画は石油利権をめぐる複雑で恐
ろしい現実を描いた映画です。題名の「シ
リアナ」は「アメリカの利益にかなう中
東の新しい国」という意味で、元CIA工作
員の書いた『CIAは何をしていた？』（ロ
バート・ベア著、佐々田雅子訳、新潮社、

2003年）が原作です。この映画でCIA工作員を演じたジョー
ジ・クルーニーがアカデミー賞助演男優賞を受賞しました。
石油をめぐる国際政治の現実について深く考えるよいきっ
かけとなることでしょう。
 社会福祉学科准教授　山中　優

自然と人間の共存とは
『もののけ姫』
（1997年・日本／宮崎駿監督）
　

　「森を犯した人間がわが牙を逃れよう
とする」ということをテーマにした宮崎
駿脚本・監督のアニメ映画「もののけ姫」
133分をお薦めする。封切られた当時、ま
だ幼児としての感動だった人、幼くて見
ていない人、特に本学教育学部や文学部

の国文・国史で教師をめざす人、神職など神道教化にたず
さわる予定者、人を見て法を説くという語がある。子ども
達は何に感動するのか、成長した現在の目で、この映画を、
この夏、見てみよう。 神道学科教授　白山芳太郎

時代を超えて支持される名作
『ウエスト・サイド物語』
（1961年・アメリカ／ロバート・ワイズ、ジェローム・ロビンス監督）
　

　元はブロードウェイミュージカルで、
現代版『ロミオとジュリエット』と呼ば
れている。対立するジェット団とシャー
ク団それぞれに属していたトニーとマリ
アが出会って恋に落ちて悲しい結末を迎
えるまでを描いた作品だが、わずか25時

間ほどの間の出来事である。そのスピード感あふれるスト
ーリー展開、レナード・バーンスタインの楽曲の美しさ、
躍動感あふれるダンスシーンと、10代の頃初めて見た時の
衝撃を今でもよく覚えている。
 現代日本社会学科教授　筒井琢磨

人の心の深淵を覗かせるファンタジー
『Dr.パルナサスの鏡』
（2009年・イギリス／テリーギリアム監督）
　

　私にとって映画の原点は、高校・大学
時代の思い出と重なる一連のアメリカ
ン・ニューシネマ。これは、そんな雰囲
気をどこかに感じさせる新作です。
主人公は、数世紀も前に不死の命を手に
入れた老人、その代償は16歳になった娘

を悪魔に引き渡すことでした。人間の心を映し出す不思議
な鏡の中の世界。現実と鏡の世界を行き来するうちに、キ
ャラクターの輪郭が次第に明らかになり、物語は核心へと
近づいて行きます。童話のような雰囲気の中で、人の心の
深淵を覗かせるファンタジー。先の見えないスリリングな
ストーリー展開も魅力です。 国文学科教授　高倉一紀

〝何のためにそれをしたかが大事”
『剱

つるぎ

岳
だ け

　点の記　』
（2009年・日本／木村大作監督）
　

　明治40年代陸軍が急務としていた日本
地図の最後の空白地点剱岳に三角点を設
置するため、初登頂を目指した陸軍参謀
本部陸地測量部測量手 柴崎芳太郎とそ
の仲間達の壮絶な物語。難事業遂行に伴
う困難や苦悩を軸に、登場人物それぞれ

の人生の軌跡や葛藤克服が事業遂行への道標として描かれ
ている。立山という信仰の山に対する心のありようや、「人
がどう評価しようとも、何をしたかではなく、何のために
それをしたかが大事です。悔いなくやり遂げることが大切
だと思います」という、忘れてはならない警句に感動した。
 神道博物館教授　岡田芳幸

厳然としてある、少年たちの世界
『少年時代』
（1990年・日本／篠田正浩監督）
　

　夏と聞いて思い出す映画は、やはり『少
年時代』だろうか。時は昭和19年、東京
からやって来た疎開少年が過ごした日々
を、少年たちの心の成長を通して描いて
いる。夏がテーマではないが、ラストシ
ーンで流れる井上陽水の歌声と相まっ

て、なぜかひと夏の思い出を彷彿とさせる。時代の大きな渦
の中でも、少年たちの世界は厳然としてあるのだ。その意味
で、中国文革下の北京を舞台とした『太陽の少年』（1994年・
中国／姜文監督）もおススメ。 国史学科講師　谷口裕信

教職員が選ぶ
心に残った映画

平
成
二
十
二
年
度

萼
の
会
総
会
及
び
役
員
会
報
告
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　本年 6月 9日の夕刻、小雨の降る
中、私は魯迅の墓の前にいた。
　魯迅は今、上海市の北に位置する
魯迅公園の中に眠る。中国文学史上、
大きな足跡を残した魯迅はかつて日
本に留学しており、日本人ともゆか
りが深い。河南大学・河南師範大学
の編入試験の帰途、上海での飛行機
乗り換えのわずかな時間を利用し、
私は国文学科の先生方とともに魯迅
公園を訪れた。目的は公園内の魯迅
記念館である。
　記念館は、東北大学留学当時の恩
師・藤野厳九郎が別れに際して魯迅
に手向けた「惜別」と書かれた色紙

や、留学中のノートといった身の回
りのものを織り交ぜつつ彼の生涯が
分かりやすく示され、見ごたえある
展示となっている。また公園内の魯
迅の墓前には、誰がささげたのか、
白い夾竹桃の花が一枝たむけられて

いたのが印象的であった。
　魯迅公園はいわゆる旧日本租界の
中にあり、魯迅もまた一時期このあ
たりに居を構えていた。われわれは
魯迅と親交の厚かった内山完造の営
んでいた内山書店跡を訪ねた後、魯

迅の故居を探してしばらく歩き回っ
た。結局、建物を見つけることはで
きなかったものの、往時を偲ばせる
古い街並みの中を歩き、いささかな
りとも当時の空気を味わうことがで
きた。
　漢文学ゼミは中国の文献を扱う。
そこでは日中両国にまたがり活動し
た人々に触れ、また彼らのさまざま
な思いを理解することが必要とな
る。本来、研究室の紹介というのが
本文に課せられた要求であるが、こ
こでは魯迅という先人の跡をたどっ
たこの小文をもってその一端に代え
ることとしたい。

クローズアップゼミ
研究室探訪8

国文学科講師

松下道信ゼミ

先人の跡をたどる

澤　友美さん
　
教育学科 3年

　内定がもらえるのかどうかもわ
からない今の時期は不安ばかり。
そんな私にとって、「まずは就いた
仕事を一生懸命好きになるよう、
努力すること」という鈴木さんの言葉が印象に残
りました。どの方も楽しそうに仕事をしています
が、その陰で、努力と苦労を惜しんでないように
思います。目標を持って、それに向かって頑張る
ことが大事だと改めて感じました。

お客様の〝ありがとう〞という言葉がやる気の素
出口裕子さん
銀行員 百五銀行筋向橋支店

　　担当されている業務について教え
てください。 【聞き手】澤友美

　窓口業務に加え、医療保険や投資信
託などの営業、入社 2年目から 5年目

の社員教育も任され
ています。
　　どんな時にやり
がいを感じますか。
　やっぱり、お客様
の「ありがとう」と
いう声が嬉しいです
ね。以前、資産の残

し方について相談を受けた時、終身年
金保険への加入をお勧めしたんです。
その時お客様が見せたホッとした顔が
印象的で……。残りの人生をお客様が
安心して暮らせる、そのことに自分が
関われたことが嬉しかったです。
　　学生時代にやっておいた方がいい
と思うことはありますか。
　社会人になるとなかなか長期の休み
がとれません。旅行や好きな勉強など、
時間に余裕がある学生のうちにトライ
しておいた方がいいと思います。

若い時は何度でもやり直しがきく。目標を持って頑張って
鈴木（森井）千賀さん
経　理 二軒茶屋餅角屋本店

　　現在はどんな仕事をされています
か。 【聞き手】澤友美

　大学卒業後は小学校に 6年間勤めま
した。結婚を機に退職し、嫁ぎ先の家
業（二軒茶屋餅）を手伝っています。現
在は地ビールレストラン「麦酒蔵」で
経理や接客をしています。
　　鈴木さんにとって働くこととは。
　元気をもらえるもの、でしょうか。
もちろん大変なこともありますが、そ
の場その場で楽しむ気持ちを持ち、注
意されたことを素直に受け止めること
によって輝ける場になるんだと思いま
す。

　　学生にメッセージをお願いしま
す。
　まずは就いた仕事を一生懸命好きに
なるように努力してください。努力し
て好きになれればそれでいいし、好き
になれなかったら軌道修正すればい
い。若いんだから、何度でもやり直せ
ます。とにかく目標を持って頑張って
ほしいですね。

ためにならない経験はない
宇河雅之さん
学芸員 三重県立博物館

　　学芸員の仕事について教えてくだ
さい。 【聞き手】澤友美

　学芸員の仕事は非常に多岐に亘りま
す。現在、私が主に取り組んでいるの
は平成26年に完成予定の新県立博物館
の準備、移動展示の開催、広報、収蔵
資料の管理などです。
　　苦労する点は？
　例えば展示について、自分が伝えた
いことを上手く表現できるか、ですね。
パネルの文章一つにしても、専門性に
こだわっていてはダメ。常に読み手の
立場で考えないと……。
　　やりがいを感じる部分は？
　自分が企画した展示を見て、お客様

が喜ばれたり、
笑顔があると
嬉しいですね。その場にいなくても後
で「そういえば、あの展示で見たな」
と思い出してもらえれば幸せですね。
　　学生へのメッセージを一言お願い
します。
　多分、ためにならない経験はありま
せん。むしろ、多彩な体験こそが自分
の得手不得手を知るきっかけとなり、
自分に適した仕事を得る近道になると
思います。迷ったら、苦労する方を選
べと聞いたことがありますが、私も、
この年齢になってようやくその意味が
わかってきたように思いますから。

可能か不可能か、ではなく、本当になりたいものを探して
三遊亭栄楽（川上昭光）さん
落語家

　　落語家をめざしたきっかけは？
 【聞き手】伊藤絵里香

　高校生だったある日、テレビで 5代
目円楽を見たんです。すごいと感激し、
大学 3年の時に上野の寄席へアポなし
で押しかけ、運良く円楽師匠に会うこ
とができました。「弟子にしてくれます
か？」と聞くと、電話番号をくれまし
た。卒業後、正式に弟子入りしました。
　　噺家としてのやりがいや醍醐味は？
　ひとりで何役も演じるため、いろん
な人生を味わえることですね。それに、
落語家は演出家でありプロデューサー

であり監督で
もある。そん
な多彩な面が
魅力です。
　　学生への
メッセージをお願いします。
　学生の時に僕が「落語家になりたい」
と話すと、友人や周りからは「できる
わけないやん」と言われました。でも、
そこで無理だと思わず、何とかしよう
と決心することが大切です。可能か不
可能かで選択肢を絞らず、本当になり
たいものを探してください。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
の
感
想

この秋、三遊亭栄楽さんが東海道沿い
10カ所で勧進落語会開催をめざします。
10月25日から11月13日までの20日間。
ぜひ足を運んでください。

伊藤　綾さん
　
国文学科 3年

　どの方も自分の仕事に誇りを持
ち、〝天職〞と言っていたことが印
象的でした。就職は自己の可能性
を最大限に広げられることだと教
えていただき、私も妥協することなく就活に打ち
込もうと決心しました。この夏休みにもう一度自
分自身を見つめ直し、本格的に始まる就活に備え
ようと思います。インタビューを通して意欲を高
めることができ、良い経験になりました。

伊藤絵里香さん
　
国文学科 3年

　社会人の方に仕事への姿勢や想
いなどを聞くことができるチャン
スはそうそうないので、とても貴
重な経験でした。意識を高く持ち
努力している先輩方の言葉には力強さがあり、圧
倒されると同時に憧れを感じました。私も先輩方
のように自分が輝ける仕事を見つけたい、そして、
それに向けて頑張ろうというモチベーションをも
らいました。

緊急
告知
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お仕事拝見

　　現在の小学校では何年生を担当さ
れているんですか？ 【聞き手】伊藤綾

　船越小学校は 5年目。現在は 6年生
15人を教えています。
　　もともと小学校教諭が希望だった
のですか？
　いえ、ここの小学校にくるまではず
っと中学校勤務でした。校務や部活に
追われる日々の中で、もっとゆっくり
子どもたちと向き合いたいと考え、小
学校へ移ってきました。
　　教師の仕事の醍醐味は？
　伸び盛りの人間を相手にできる、そ
して、自分の経験を伝えられることが
喜びですね。保護者とのコミュニケー
ションも楽しいですし。たとえば、私
が中学校勤務時代に立ち上げた「卓楽

会」はもう17年ほど続いています。現
役の生徒だけでなく卒業生や保護者、
町の住民が集う一大コミュニティなん
ですよ。
　　学生へのアドバイスをお願いしま
す。
　これはというものを見つけたら、と
ことん取り組んでほしい。やれるとき
にやっておかないと、後悔すると思い
ます。

　就職は人生における大きなターニングポイント。シュウカツ真っ
只中の 4年生はもちろん、 1・2・3年生のみなさんも早めの準備に
越したことはありません。そこで、今回は学生記者が社会へ出て活
躍されている卒業生を突撃訪問! 仕事のやりがいや醍醐味、厳しさ
について語っていただきました。

●見たい! ●知りたい!

■先■輩の
お仕事拝見

これはというものを見つけたら、とことん取り組んで
山村浩芳さん
小学校教諭 志摩市立船越小学校

仕事を通して、〝責任感のある大人〞に成長できる
上村（中村）静香さん
公務員 伊勢市役所観光企画課

　　現在、どんな業務に就いているの
ですか？ 【聞き手】伊藤絵里香

　市民の皆さまと一緒に伊勢の町を観
光面から元気にする仕事に取り組んで
います。外宮前の新名物「御

み

饌
け

丼
どん

」も、
誕生のきっかけは、やる気があればど
なたでも参加できる「伊勢活プロ」か
ら生まれたアイデアなんですよ。
　　上村さんにとって「仕事」とは？
　自分を成長させてくれるものです
ね。どんな仕事でも、壁や問題にぶち
あたることがあります。でも、乗り越
えるうちにレベルアップしている自分
に気付くはず。失敗が何度も許されな
い厳しい世界だからこそ、責任感のあ

る大人になる
ことができる
んだと思いま
す。
　　就活中の
学生に一言。
　希望先に落
ちると、気に
しすぎてしま
うのでは。で
も、実際は人
間性を否定しているわけではなく、相
性や方向性が違っただけという場合も
多い。一喜一憂せず、自分を信じて活
動してください。

自分の目と耳と足で情報をつかんで
鍛野優一さん
生活相談員・ケアマネージャー南勢カトリック特別養護老人ホーム

　　現在の仕事に就いたきっかけは？
 【聞き手】伊藤絵里香

　人の役に立ちたいという想いがあ
り、福祉職を志しました。就職するに
あたってはボランティアや実習などで
いくつかの施設を見てまわって、最終
的に老人介護の道を選びました。おば
あちゃんっ子でしたからね。
　　福祉職には大変そうなイメージが
ありますが。
　残念ながら、福祉は大変な面ばかり
が取り上げられます。でも、それ以上
のものが返ってくるのは確か。精神的

に得られるも
のが大きい仕
事だと思いま
す。
　　学生時代にやっておくべきことは
ありますか？
　気になる職業があるなら、自分の足
で調べ、実際に見て感じて判断するこ
とが大切。実際、僕がこの施設にしよ
うと決めたのは、訪問した時に利用者
やスタッフの表情が明るかったから。
現場を見ておくことがとても重要だと
思います。

早い段階から就職を意識して行動を
木村有里さん
編集・整理部 伊勢新聞

　　「整理部」とは何をする部署なんで
すか？ 【聞き手】伊藤綾

　見出しを考えたり、どの場所にどう
いう記事を配置するか、写真の大きさ
なども含め全体のレイアウトを考える
仕事です。
　　どんなところにやりがいを感じま
すか。
　伝わりやすい見出しや、納得のいく
レイアウトが組めた時です。この記事
は何が言いたいのか「一言」で言って
みて、インパクトも大切にしながら考
えますね。
　　逆に難しい点、苦労するところ
は？
　何が要点かを捉えることが難しい。
それに、 4年目ともなると「ああして
みよう」と余裕や意欲が出てくるので

すが、それが慣れとミスにつながって
しまうこともありますね。先入観を持
って読んでしまって、意図を読み違え
たり…。
　　学生へのメッセージを聞かせてく
ださい。
　早いうちから就職に関心を持ってお
くと、普段の生活の中で気がついたり
思いついたりすることが増えます。ま
だまだ先の話…などと思わず、意識だ
けでも早めに持っておいた方がいいと
思いますよ。

自分のオリジナリティを大切に本物の世界に飛び込んで
吉川竜実さん
教学科長 伊勢神宮神宮文庫

　　業務内容について教えてくださ
い。 【聞き手】伊藤綾

　現在は神主と神宮文庫の主幹業務を
行っています。神宮文庫には約30万冊
の本があり、その 3分の 2は和書です。
それらを整理する図書館業務も行って
います。
　　吉川さんにとって、働くこととは
何ですか？
　聖なることであり、生きがいですね。
神ですら労働することを考えると、そ
の下で働ける私たちはとても幸せな存
在だと思います。
　　学生時代のエピソードを教えてく
ださい。
　宗教的知識をしっかり身に付けるこ
とに精を出しました。地方の神社へは、

約40社ほど奉仕
に行きました
よ。倭姫宮には
毎朝欠かさずお
参りしていまし
た。父親が神棚
に手を合わせて
いる姿を子ども
の頃から見て育
ちましたから、
神を敬う尊さや、宗教的なことに自然
と関心を持ったんでしょうね。
　　最近の学生を見て思うことは？
　自分のオリジナリティを出して、本
物の世界に飛び込む勇気を持つことが
大切。就職難という言葉に負けず、自
分の持ち味を見つめ直してください。
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に
立
候
補
者
の
写
真
と
所
信
表
明

を
掲
示
。
校
内
放
送
で
立
候
補
者

の
演
説
を
聴
く
と
い
う
異
例
の
形

と
な
っ
た
。
投
票
の
結
果
、
校
友

会
総
務
委
員
長
に
は
二
年
生
の
中

　
七
月
七
日
、
第
四
十
八
期
校
友

会
本
部
役
員
の
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
。
例
年
は
体
育
館
で
実
施
さ
れ

る
立
会
演
説
会
だ
が
、
今
年
は
体

育
館
の
耐
震
工
事
の
た
め
各
教
室

谷
賢
司
君
が
、
副
総
務
委
員
長
に

は
同
じ
く
二
年
生
の
橋
本
匠
君
、

荒
木
志
帆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
信
任

さ
れ
た
。
中
谷
君
は
「
学
校
づ
く

り
に
私
た
ち
生
徒
が
関
わ
っ
て
い

る
ん
だ
と
い
う
実
感
と
達
成
感
を

み
ん
な
に
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
校
友
会
を
目
指
し
た
い
。
皆

が
よ
り
よ
い
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

を
収
め
た
。
全
国
大
会
出
場
の
栄

誉
を
勝
ち
取
っ
た
生
徒
諸
君
は
囲

碁
部
門
の
澤
山
君
を
加
え
、
次
の

通
り
で
あ
る
。
本
校
代
表
と
し
て

ま
た
地
域
代
表
と
し
て
の
健
闘
を

　
五
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
に

か
け
て
三
重
県
高
校
総
体
（
県
総

体
）
が
実
施
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
本
校
の
代
表
選
手

は
各
競
技
で
非
常
に
優
秀
な
成
績

に
実
習
期
間
の
終
わ
り
を
実
感

し
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。

　
六
月
七
日
か
ら
三
、
四
週
間
に

渡
り
教
育
実
習
が
実
施
さ
れ
た
。

今
年
度
は
国
語
二
名
、社
会
三
名
、

数
学
一
名
、
理
科
二
名
、
英
語
二

名
の
計
十
名
と
大
人
数
で
の
実
習

と
な
っ
た
。

　
最
初
の
う
ち
は
緊
張
し
て
い
た

実
習
生
も
明
る
い
生
徒
た
ち
の
笑

顔
に
徐
々
に
肩
の
力
も
抜
け
て
い

っ
た
。
休
み
時
間
は
も
ち
ろ
ん
放

課
後
は
部
活
動
な
ど
に
も
参
加
し

積
極
的
に
生
徒
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
距
離
を
縮
め
て

い
っ
た
。「
先
生
、
先
生
」
と
生
徒

か
ら
呼
び
止
め
ら
れ
る
シ
ー
ン
も

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
三

週
目
に
は
見
違
え
る
ほ
ど
に
、
授

業
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
。
研

究
授
業
が
近
づ
く
と
実
習
生
か
ら

今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
納

得
の
い
く
も
の
に
仕
上
げ
た
い
と

い
う
意
気
込
み
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
最
後
の
終
礼
で
は
各
ク
ラ
ス
で

実
習
生
へ
の
感
謝
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い

た
。
実
習
生
は
、
生
徒
の
「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
言
葉

新
た
な
ス
タ
イ
ル
も
加
え
た
。

当
日
は
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
で
の

応
援
と
な
り
、
広
い
芝
生
の
上

に
美
し
く
整
列
し
て
い
た
。
声

量
も
例
年
よ
り
も
大
き
く
、
選

手
の
方
ま
で
届
い
て
い
た
。

　
選
手
は
日
々
の
練
習
の
成
果

と
応
援
生
徒
の
声
援
を
受
け
て

六
種
目
入
賞
を
果
た
し
、
共
通

男
子
百
十
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

に
お
い
て
は
一
位
に
輝
い
た
。

　
閉
会
式
後
、
選
手
が
応
援
場

所
ま
で
駆
け
つ
け
、
活
躍
を
讃

え
あ
っ
た
。
選
手
、
応
援
生
徒

全
員
で
写
真
撮
影
を
し
、
一
日

を
締
め
く
く
っ
た
。

　
六
月
十
日
、
炎
天
下
の
中
、

県
営
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
伊

勢
市
内
の
十
三
の
中
学
校
が
集

い
連
合
陸
上
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
学
校
同
士
で
エ
ー
ル

を
送
り
合
う
な
ど
、
大
変
盛
り

上
が
る
大
会
と
な
っ
た
。

　
選
手
だ
け
で
な
く
応
援
す
る

側
の
活
躍
も
目
立
っ
た
今
大

会
。
本
校
で
は
四
月
の
下
旬
か

ら
、
十
七
名
の
選
手
と
校
友
会

本
部
役
員
を
中
心
と
し
た
六
十

四
名
の
応
援
リ
ー
ダ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
の
練
習
を
重
ね
て
き
た
。

今
年
は
〝
遠
く
か
ら
で
も
美
し

く
見
え
る
応
援
〞
を
テ
ー
マ
に

上
位
入
賞
者
が
続
出

県
総
体
、東
海
総
体
な
ど

新
役
員
が
選
出
さ
れ
る

第
四
十
八
期
校
友
会

10名が教育実習生として来校
教育実習

六
種
目
で
入
賞

第
六
十
回
伊
勢
市
中
学
校
春
季
連
合
陸
上
競
技
大
会

期
待
し
た
い
。

●
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
剣
道（
男
子
個
人
）

　
阪
井

　
耀
君（
三
年
六
組
）

●
弓
道（
男
子
個
人
）

　
岩
脇

　
優
君（
三
年
三
組
）

●
囲
碁（
個
人
）

　
澤
山

　
隼
也
君（
二
年
七
組
）

A日程 B日程
募 集 人 員 約60名 約10名

入 学 資 格 平成23年 3月小学校卒業見込みの者（男女共学）

出 願 書 類 ●入学志願票（本校所定の用紙・受験票を含みます）
●受験料 12,000円（支払金受領証をもって領収書に代えます）

出 願 期 間

平成22年12月13日㈪～27日㈪
午前 9時～午後 3時
※18日㈯は正午まで。19日㈰・23日㈷・25日㈯・
26日㈰は受付ができません。

平成23年 1 月11日㈫～15日㈯
午前 9時～午後 3時
※15日㈯は正午まで。
　

出 願 方 法

【持参する場合】 出願書類を取り揃え、所定の封筒に入れて学校事務室へ持参。

【郵送する場合】 出願書類と受験票返信用封筒（住所・氏名の記入、返信切手〈書留速達代
770円〉の貼付が必要）を所定の封筒に入れ、必ず書留速達で郵送。

 ➡〒516-8588 伊勢市楠部町138 皇學館中学校事務室　TEL0596－23－1398

試 験 日 時 平成23年 1 月 8日㈯ 午前 9時30分より 平成23年 1 月16日㈰ 午前 9時30分より

試 験 教 科 国語・算数・作文（各50分・100点） 国語・算数（各50分・100点）

合 否 発 表
各家庭に郵送（電話によるお問い合わせにはお答えできません）

平成23年 1月11日㈫ 平成23年 1月19日㈬

合格者登校日 平成23年 1月15日㈯ 午前10時より本校にて 平成23年 1月22日㈯ 午前10時より本校にて

入 学 手 続
入学金 45,000円 ＋ 教育充実費（入学時）150,000円 ＝ 計 195,000円

1 月14日㈮午後 3時までに振り込んでください。 1 月21日㈮午後 3時までに振り込んでください。

学 費
●授業料 21,500円　●教育充実費 10,000円　
●その他 4,300円（保護者会費・後援会費・校友会費・図書費ほか）
※入学試験の成績優秀者は選考の上、特別奨学生として授業料免除の特典が与えられます。

特 別
奨学生制度

人物優秀で、次のいずれかの基準を満たす者から選考し、入学金および授業料の納入を免除
します（入学を確約する者に限ります）。
❶入学試験の成績が特に優秀な者
❷小学校長または学習塾長から学業成績が特に優秀であると推薦され、入学試験の成績が優秀な者

皇學館中学校  
平成23年度 生 徒 募 集 要 項

日　時  平成22年 9 月26日㈰
  午前 9時30分より（11時30分終了）
場　所  本校セミナーホールおよび各教室

平成23年度　
学 校 説 明 会

募 集 定 員 345名（予定）

入 学 資 格 中学卒業者および平成23年 3月卒業見込みの者

出 願 期 間 平成23年 1 月11日㈫～1月17日㈪ 午前 9時～午後 3時まで
※15日㈯は正午まで。ただし16日㈰は受け付けません。

出 願 手 続

●入学願書（本校所定の用紙）
●調査書（本校所定の用紙）
●受検料 12,000円
※本校所定の用紙（郵便振替）にて、必ずゆうちょ銀行窓口で、お納めください。

入 学 検 査
【日　時】 2 月 1日㈫ 10時までに入場完了
【教　科】国語・数学・英語
【検査場】皇學館高等学校

合 格 発 表 2 月 8日㈫に、合格通知を中学校と本人宛に発送します。
（電話によるお問い合わせには、お答えできません）

入 学 手 続 2 月15日㈫午後 3時までに、入学金45,000円を納入してください。
（所定の用紙にて、必ず銀行窓口でお納めください）

学　　 費

【入学時の経費】 教育充実費 200,000円
【入学後の経費】（月額） 授業料  21,500円 【参考】9,900円を国が負担（Ｈ22年度）
 教育充実費  10,000円
 その他  4,400円

特　　 典
❶入学後、学業・性行ともに優秀な生徒に対しては授業料免除の制度があります。
❷皇學館大学への附属高校特別推薦枠などの特典があります。

推薦および
特別奨学生
に つ い て

❶「特別進学コース」「進学コース」それぞれのコースに推薦制度があります。
❷学習成績優秀と認められる生徒、および体育・文化面における技能の優秀者に対
して、特別奨学生としての特典が与えられます。

皇學館高等学校  
平成23年度 生 徒 募 集 要 項

●学校説明 ●入試説明 ●体験授業（社会・理科・数学）

皇 學 館 学 園 報平成22年 7 月31日 　第27号　()６
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再
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館
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五
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周
年
・

皇
學
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創
立
三
十
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記
念
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業

　

　
私
が
入
学
し
た
神
道
学
科
は
開

設
さ
れ
て
二
年
目
で
し
た
の
で
、

先
生
方
は
皇
學
館
の
「
神
道
学
」

を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
打
ち
立
て

て
い
こ
う
か
と
試
行
錯
誤
さ
れ
て

い
ま
し
た
。学
問
と
い
う
も
の
は
、

確
固
と
し
て
樹
立
し
て
い
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
、
新
鮮

な
驚
き
を
覚
え
ま
し
た
。

　
学
問
の
深
さ
、広
さ
と
と
も
に
、

そ
こ
に
は
核
と
な
る
も
の
を
見
失

う
こ
と
な
く
、
し
か
も
柔
軟
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
学
ん
だ
と
思
い
ま

秦は
た

　
昌ま
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ろ

氏
　
四
日
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市
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博
物
館
学
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員

神
道
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科
第
二
期
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
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学
校
法
人
皇
學
館
の
周
年
記
念
事
業
募
金
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
と
同
時
に
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
掲
載

は
六
月
三
十
日
ま
で
の
到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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　学校法人皇學館の平成21年度決算は、平成22年 5 月21日㈮開催の理事会で承認され
ましたので、ここにその内容を公表します。
　なお、公式ホームページ（http://www.kogakkan-u.ac.jp/）の学校法人皇學館IR 情
報公開「事業報告平成21年度」にて、学生生徒数・入学生数・進路（就職）状況及び法
人の事業実績、決算の詳細説明を公開しておりますので、併せてご覧ください。
　平成21年度収支決算書は、以下のとおりです。

【注意】
●記載金額は千円未満を切り捨てて表示しています。
●貸借対照表の注記は省略しています。

■1資金収支計算書
　この計算書は、企業会計におけるキャッシュ
フロー計算書に近いもので、当該会計年度の教
育研究活動及びその活動に付随する全ての資金
の動きと内容を明らかにすることを目的として
います。

●支出の部
人件費支出 3,381,410 3,341,069 40,340
教育研究経費支出 990,814 923,980 66,833
管理経費支出 559,632 568,273 △8,641
借入金等利息支出 9,969 9,968 1
借入金等返済支出 68,750 68,750 0
施設関係支出 1,472,372 1,472,368 3
設備関係支出 127,704 128,133 △429
資産運用支出 1,134,769 1,149,918 △15,149
その他の支出 225,499 222,565 2,933
資金支出調整勘定 △124,749 △113,965 △10,783
当年度資金支出合計② 7,846,170 7,771,059 75,111
次年度繰越支払資金 383,682 557,562 △173,879
支出の部合計 8,229,854 8,328,627 △98,772

当年度資金収支差額
①－② △1,362,004 △1,188,123 △173,883

●消費支出の部
人件費 3,456,042 3,415,701 40,340
教育研究経費 1,451,634 1,369,382 82,251
管理経費 607,989 611,818 △3,829
借入金等利息 9,969 9,968 1
資産処分差額 53,997 61,204 △7,207
消費支出の部合計③ 5,579,631 5,468,074 111,556

●収入の部
学生生徒等納付金収入 3,748,388 3,702,069 46,318
手数料収入 69,552 75,235 △5,683
寄付金収入 79,560 169,727 △90,167
補助金収入 756,516 758,232 △1,716
資産運用収入 61,049 59,111 1,937
資産売却収入 50,030 50,030 0
事業収入 49,796 43,195 6,600
雑収入 384,516 391,136 △6,620
前受金収入 766,341 784,821 △18,480
その他の収入 1,582,099 1,623,764 △41,665
資金収入調整勘定 △1,063,681 △1,074,384 △10,703
当年度資金収入合計① 6,484,166 6,582,936 △98,772
前年度繰越支払資金 1,745,687 1,745,687 　
収入の部合計 8,229,854 8,328,627 △98,772

●消費収入の部
学生生徒等納付金 3,748,388 3,702,069 46,318
手数料 69,552 75,235 △5,683
寄付金 87,060 174,976 △87,916
補助金 756,516 758,232 △1,716
資産運用収入 61,049 59,111 1,937
資産売却差額 22 22 0
事業収入 49,796 46,471 3,324
雑収入 384,516 391,173 △6,657
帰属収入合計① 5,156,899 5,207,292 △50,393
基本金組入額合計 △799,576 △867,970 68,393
消費収入の部合計② 4,357,322 4,339,322 18,000

■2消費収支計算書
　この計算書は、企業会計における損益計算書
にあたるものであり、帰属収入（負債とならない
収入）から基本金組入額（施設や設備などの取得
にあてる額）を控除した消費収入と消費支出を
比較して均衡状況を明らかにすることを目的と
しています。

■3貸借対照表
　この計算書は、決算日における資産及び負債、
基本金、消費収支差額の内容及び在り高を明示し、
学校法人の財政状態を明らかにすることを目的と
しています。

●資産の部
固定資産 18,254,274 18,265,931 △11,656
　有形固定資産 15,564,159 14,503,906 1,060,252
　　土地 1,276,899 1,259,204 17,694
　　建物 9,578,881 9,912,992 △334,110
　　構築物 954,881 1,001,401 △46,520

教育研究用機器備品 352,551 355,683 △3,132
その他の機器備品 65,520 78,307 △12,786

　　図書 1,757,100 1,748,971 8,129
　　車輛 25,568 28,153 △2,584
　　建設仮勘定 1,552,754 119,192 1,433,562
　その他の固定資産 2,690,115 3,762,025 △1,071,909
　　借地権 8,723 8,723 0
　　電話加入権 3,959 3,959 0
　　施設利用権 13,930 18,573 △4,643
　　有価証券 596 635,020 △634,424
　　敷金 5,450 5,180 270
　　差入保証金 4,960 4,960 0
　　預託金 10,000 10,000 0
　　長期貸付金 9,623 12,800 △3,176

退職金引当
特定資産 998,430 820,556 177,873

施設維持引当
特定資産 333,213 293,213 40,000

学生寮施設維持
引当特定預金 122,930 102,528 20,401

百三十周年記念事
業等引当特定資産 201,812 180,022 21,790

高校五十周年・中学
三十五周年記念事業
等引当特定預金

15,000 10,000 5,000

学園財政調整引
当特定預金 197,446 197,446 0

施設設備拡充
引当特定資産
（第 2号基本金）

700,000 1,395,000 △695,000

第 3 号基本金
引当資産 64,040 64,040 0

流動資産 2,656,222 2,928,134 △271,912
　　現金預金 557,562 1,745,687 △1,188,124

補助活動支払資金 290,081 294,267 △4,186
研修旅行費等
預り資産 110,223 103,777 6,445

　　未収入金 330,571 165,168 165,403
奨学金引当特定資産 32,393 25,699 6,693

　　販売用品 13,302 10,025 3,276
　　短期貸付金 2,641 2,029 611
　　有価証券 785,020 49,978 735,042

篠田学術振興基
金引当特定資産 66,641 66,045 595

津田学術振興基
金引当特定資産 317,769 315,453 2,315

教学振興基金
引当特定資産 150,000 150,000 0

　　立替金 0 1 △1
　　前払金 14 0 14
資産の部合計 20,910,497 21,194,066 △283,569

●負債の部
固定負債 1,733,337 1,839,563 △106,226
　　長期借入金 350,000 418,750 △68,750
　　退職給与引当金 1,073,062 998,430 74,632
　　長期未払金 310,275 422,383 △112,108
流動負債 1,344,858 1,261,419 83,439
　　短期借入金 68,750 68,750 0
　　未払金 226,073 218,879 7,194
　　前受金 784,821 743,813 41,008
　　預り金 265,213 229,976 35,236
負債の部合計 3,078,196 3,100,983 △22,787

●収支差額の部
当年度帰属収支差額
①－③ △422,732 △260,782

当年度消費支出超過額
②－③ 1,222,308 1,128,752

前年度繰越消費支出
超過額 4,088,026 4,088,026

翌年度繰越消費支出
超過額 5,310,334 5,216,778

●基本金の部
第 1号基本金 21,891,040 20,402,069 1,488,970
第 2 号基本金 700,000 1,395,000 △695,000
第 3 号基本金 64,040 64,040 0
第 4 号基本金 394,000 320,000 74,000
基本金の部合計 23,049,080 22,181,109 867,970

●消費収支差額の部
翌年度繰越消費支出
超過額 5,216,778 4,088,026 1,128,752

消費収支差額の部合計 △5,216,778 △4,088,026 △1,128,752

負債の部、基本金の部及
び消費収支差額の部合計 20,910,497 21,194,066 △283,569

平成21年度 収支決算報告

消費収支計算書（法人全体）
平成21年 4 月 1 日から平成22年 3 月31日 （単位：千円）

科　　　目 予　算 決　算 差　異

資金収支計算書（法人全体）
平成21年 4 月 1 日から平成22年 3 月31日 （単位：千円）

科　　　目 予　算 決　算 差　異

貸借対照表
平成22年 3 月31日 （単位：千円）

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減

す
。

　
今
、
博
物
館
で
仕
事
を
進
め
て

い
く
上
で
、
そ
の
こ
と
は
判
断
の

基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、博
物
館
の
特
別
展
で
は
、

皇
學
館
出
身
の
学
芸
員
な
ら
で
は

の
も
の
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
公

立
博
物
館
と
し
て
、
伊
勢
神
宮
を

取
り
上
げ
た
最
初
の
展
覧
会
と
な

っ
た「
神
宝
の
美
」展
、
本
居
宣
長

の
全
貌
に
迫
っ
た
「
21
世
紀
の
本

居
宣
長
」展
な
ど
は
、従
来
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
テ
ー

マ
で
し
た
。

　
私
が
現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る

四
日
市
出
身
の
近
代
文
学
者
の
研

究
で
は
、
関
係
す
る
ご
家
族
の
な

か
に
、「
皇
學
館
」
と
縁

え
に
し
の
あ
る
方

が
お
ら
れ
た
こ
と
で
信
頼
を
得

て
、
貴
重
な
資
料
の
調
査
に
と
と

ま
ら
ず
、
寄
贈
の
申
し
出
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
幅
広
い
日
本
文
化
を
理
解
す
る

上
で
の
要か

な
め

と
も
い
え
る「
皇
学
」の

学
び
を
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
さ

ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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様

皇學館高等学校創立50周年・皇學館中学校創立35周
年記念事業寄付金進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

2 150,000 150,000

40 4,090,000 4,000,000

15 425,000 425,000

129 6,633,000 6,633,000

54 910,000 910,000

125 3,685,000 3,635,000

合　　　計 365 15,893,000 15,753,000

創立130周年・再興50周年記念事業寄付金
進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

634 776,847,000 765,177,000

718 78,894,000 75,899,000

44 31,835,000 31,715,000

1,894 82,686,000 82,686,000

104 62,285,000 60,945,000

255 58,222,000 57,937,000

合　　　計 3,649 1,090,769,000 1,074,359,000

皇 學 館 学 園 報()　第27号 平成22年 7 月31日７



 

第1回皇學館大学特別講座を開催
「武士道　日本人の強さについて」

イベントの時間・申込方法等のお問合せは各学舎まで
伊勢学舎☎0596・22・0201㈹ 名張学舎☎0595・61・3351㈹

２カ月イベント情報

編
集
後
記

◆
酷
暑
の
最
中
に
お
届
け
す
る
学
園

報
27
号
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
？

今
年
は
こ
こ
何
年
か
の
内
で

最
も
暑
い
夏
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

連
日
、
猛
暑
日
・
熱
帯
夜
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
ど
う
ぞ
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。
◆
今
回
の
四
ー

五
面
・
学

生
編
集
ペ
ー
ジ
で
は
、「
仕
事
」
を
テ

ー
マ
に
各
方
面
で
活
躍
す
る
卒
業
生

の
方
々
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
紙
面
で
は
ご
く
僅
か
な
ス
ペ

ー
ス
で
し
か
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
予
定
の
時
間
を
大
幅
に

越
え
て
、
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
さ
に「〝
天
職
〞と
は
何

か
？
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。 

【
総
務
課
】

／／

第1回皇學館大学特別講座を開催
「武士道　日本人の強さについて」

　
本
学
で
は
今
年
度
か
ら
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
四
名
の
方
に
客
員
教
授
に
就
任
い
た

だ
い
た
。
そ
の
客
員
教
授
の
方
々
に
学
生
お
よ
び
一
般
市
民
を
対
象
に
お
話
し
い
た
だ
く

特
別
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
七
月
一
日
に
行
わ
れ
た
記
念
す
べ
き
第
一
回
は

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
で
『
神
道
の
逆
襲
』
や
『
武
士
道
に
学
ぶ
』
な

ど
の
著
書
を
持
つ
管
野
覚
明
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
武
士
道

　
日
本
人
の
強
さ
に
つ
い
て
」

を
演
題
に
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

〝
や
さ
し
く
な
け
れ
ば
強
く
な
れ
な
い
〞

　
講
義
の
中
で
管
野
氏
は
武

士
の
理
想
は
「
強
さ
」
に
あ

っ
た
と
解
説
。
戦
術
や
武
力

な
ど
知
識
や
肉
体
を
鍛
え
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
力
だ
け
で

な
く
、
徳
や
仁
と
い
っ
た
精

神
性
も
備
え
た
総
合
力
が
求

め
ら
れ
て
い
た
と
説
明
し

た
。
精
神
性
の
重
要
性
に
つ

い
て
は
孟
子
の
言
葉
で
あ
る

「
惻
隠
の
心（
他
人
の
苦
し
み

を
見
過
ご
し
に
で
き
な
い

心
）」
を
引
用
。「
乳
児
が
井

戸
に
這
い
込
み
そ
う
に
な
っ

て
い
る
の
を
見
る
と
、
皆
驚

い
て
助
け
よ
う
と
動
く
。
こ

れ
を
惻
隠
の
心
と
い
う
が
、

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
大

き
い（
強
い
）者
か
ら
小
さ
い

（
弱
い
）者
に
向
け
ら
れ
て
い

る
愛
情
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま

り
、思
い
や
り
を
施
す
に
は
、

実
行
者
に
そ
れ
を
担
い
き
る

強
さ
が
必
要
」
と
読
み
解
い

た
。

　
そ
し
て
、「
イ
コ
ー
ル
で
あ

る
こ
と
に
こ
だ
わ
る
の
が

〝
道
〞の
特
徴
」
と
話
し
、
武

士
道
と
は
自
分
＝
武
士
（
理

想
の
自
分
）
と
な
る
こ
と
を

頑
な
に
め
ざ
す
道
、
い
う
な

れ
ば
、
強
さ
を
徹
底
し
て
追

求
す
る
彼
ら
の
価
値
観
・
道

徳
で
あ
る
と
説
い
た
。

現
代
に
も
通
じ
る
教
育

　
教
育
学
科
四
年
の
松
平
春

奈
さ
ん
は
書
道
や
茶
道
な
ど

の
習
い
事
を
し
て
き
た
こ
と

に
触
れ
、「〝
道
〞
に
つ
い
て

そ
こ
ま
で
深
く
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
今
日
の
講
義

を
聞
い
て
、
心
の
有
り
様
や

性
格
が
作
品
や
所
作
と
直
結

し
て
い
る
と
わ
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
た
。
ま
た
、
将
来

教
員
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
道
徳
教
育
を
中
心
と

し
て
子
ど
も
に
本
当
の
心
の

強
さ
、
思
い
や
り
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
改
め
て
思
っ

た
」と
抱
負
を
語
っ
て
い
た
。

　
同
四
年
の
田
中
章
太
郎
さ

ん
は
「
武
士
道
＝
イ
コ
ー
ル

勝
利
至

上
主
義
だ
と
勘
違
い
し
て
い

た
。〝
や
さ
し
さ
と
強
さ
は
一

つ
と
い
う
思
想
こ
そ
が
武
士

道
の
真
髄
〞
と
い
う
講
義
を

聞
い
て
、
現
代
に
も
通
じ
る

教
育
内
容
だ
と
思
っ
た
」
と

感
想
を
話
し
て
い
た
。

初
の
全
国
大
会
出
場
!

創
部
以
来
、
四
十
年
目
の
快
挙

　
六
月
二
十
六
日
に
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本

学
生
柔
道
優
勝
大
会
に
お
い

て
、
女
子
三
人
制
に
団
体
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
創
部
以
来
四
十
年
、
強

化
ク
ラ
ブ
に
指
定
さ
れ
て
か

ら
四
年
目
に
し
て
初
の
快
挙

で
あ
る
。
個
人
で
の
出
場
は

過
去
に
も
何
度
か
あ
っ
た

が
、
日
本
武
道
館
に
「
皇
學

館
大
学
」
の
名
前
を
見
る
の

は
初
め
て
の
事
で
あ
っ
た
。

　
女
子
柔
道
部
は
人
数
も
少

な
く
、
日
々
の
練
習
に
も
苦

労
し
て
き
た
が
、
創
意
工
夫

し
地
道
に
鍛
錬
を
積
み
重
ね

て
き
た
成
果
で
あ
る
。
胸
に

「
皇
」の
文
字
が
入
っ
た
伝
統

の
柔
道
着
を
着
て
、
武
道
館

と
全
国
大
会
の
雰
囲
気
に
圧

倒
さ
れ
た
開
会
式
を
終
え
、

初
戦
は
九
州
大
学
。
松
本
、

北
川
、
小
宮
が
対
戦
し
結
果

は
二
対
一
で
勝
利
、
初
戦
突

破
と
い
う
目
標
を
達
成
し

た
。
二
回
戦
の
相
手
は
早
稲

田
大
学
。
瀧
野
、
小
宮
、
北

川
が
対
戦
し
結
果
は
三
対
〇

で
敗
北
。
今
大
会
で
三
位
に

な
っ
た
強
豪
チ
ー
ム
と
戦
え

た
こ
と
で
自
分
達
の
実
力
を

再
認
識
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
初
め
て
の
全
国
大
会
は

勝
敗
以
外
に
も
武
道
館
の
存

在
の
大
き
さ
や
雰
囲
気
、
全

国
の
強
豪
チ
ー
ム
の
勝
負
に

拘
る
気
迫
、
選
手
を
試
合
だ

け
に
集
中
さ
せ
る
学
生
サ
ポ

ー
タ
ー
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な

ど
が
体
感
で
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
東
海
大
会
上
位

入
賞
と
い
う
ぼ
ん
や
り
し
た

目
標
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ

た
学
生
た
ち
で
は
あ
っ
た

が
、
今
回
を
機
に
具
体
的
な

目
標
が
定
ま
り
、
自
ら
が
考

え
、
練
習
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
一
番
の
収
穫
だ
と
思
う
。

　
最
後
に
全
国
大
会
出
場
に

際
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
、
学
内

外
の
講
師
の
方
々
、
強
化
指

定
ク
ラ
ブ
と
し
て
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
た
だ
い
た
大
学

本
部
の
方
々
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。

柔
道
部
部
長

　
増
井
節
郎

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授
）

女
子
柔
道
部

全
国
学
生
柔
道
大
会
出
場
者

文
学
部
国
文
学
科

　
四
年

　
小
宮
　
瑞
希

教
育
学
部
教
育
学
科

　
二
年

　
瀧
野
　
和
美

〃
　
　
　
　
一
年

　
北
川
ひ
と
み

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
一
年

　
松
本
　
知
浩

芝
博
一
さ
ん
、

ご
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざい
ま
す

　
七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
お
い
て
、
三
重
県
選
挙
区
か
ら
本
学
文
学
部
国

文
学
科
八
期
卒
業
の
芝
博
一
さ
ん
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

8月
 1●日  伊賀市文化フォーラム2010 伊賀上野交流研修センター
  なぜ、あなたは運動をしてもダイエットに成功

しないのか？　運動とダイエットの誤解　
◆片山靖富 教育学科助教
　【コーディネーター】 酒井研作 社会福祉学科助教

 2●月  日中韓三国福祉文化の比較研究会 名張学舎
  アジア的福祉文化の構造と課題に関する総合的

研究◆韓国 園大学校教授　関根英行氏、帝塚山大
学教授　岩井洋氏、中国社会科学院研究員 趙剛氏

   週末あそび塾 名張学舎
  マイカップを作ろう!◆伊賀焼「香山窯」　森里博信氏
 3●火  週末あそび塾 名張学舎
  ペットボトルロケットを飛ばそう!

◆筒井琢磨 現代日本社会学科教授
 7●土  史料編纂所 近世文書集中講座 伊勢学舎
  近世文書◆上野秀治 国史学科教授
 8●日  名張の地域文化を語る会 滋賀・蒲生野 他
  日帰り参拝見学ツアー「お多賀さんと蒲生野」
   伊賀市文化フォーラム2010 伊賀上野交流研修センター
  若い女性のやせと次世代の健康

◆三重大学准教授　杉浦絹子氏
　【コーディネーター】 酒井研作 社会福祉学科助教

 21●土  オープンキャンパス 伊勢学舎
  こころ小路ツアー
   月例文化講座 名張学舎
  現代における支援の必要な人と教育保障

◆建部久美子 社会福祉学科准教授
 22●日  伊賀市文化フォーラム2010 伊賀上野交流研修センター
  食はこどもの心と体をつくる　家庭での食育　

◆三重大学准教授　磯部由香氏
　【コーディネーター】 酒井研作 社会福祉学科助教

   全国館友大会 神宮会館
  新時代の社会派ミステリー◆作家　大門剛明氏9月
 4●土  史料編纂所夏セミナー③ 伊勢学舎
  中世文書を読む◆多田實道 国史学科講師
 11●土  月例文化講座 伊勢学舎
  式年遷宮の中絶と復興◆岡野友彦 国史学科教授
 18●土  月例文化講座 名張学舎
  〝幸福学〞へのいざない◆山上賢一 社会福祉学科教授
 22●水  ちょっとちょっと講義 まちなか研究室事務室
  家族と語れる!『となりのトトロ』の民俗学的見方

　　トトロは妖怪か、お化けか　
◆板井正斉 社会福祉学科准教授

 26●日  あのつアカデミー 津市橋北公民館
  倭姫命の伊勢巡行について◆岡田登 国史学科教授

　
七
月
十
八
日
、
伊
勢
学
舎

で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
た
。
六
〜
八
月
に
か

け
て
月
一
回
ず
つ
行
わ
れ
、

そ
の
二
回
目
に
あ
た
る
。
当

日
は
百
二
十
名
を
超
え
る
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
ら
が
高
校
生
と
保
護
者
を

元
気
に
出
迎
え
た
。
例
年
通

り
「
こ
こ
ろ
小
路
ツ

ア
ー
」
と
題
し
、
大

学
に
〝
旅
〞
を
し
に

く
る
イ
メ
ー
ジ
で
、

学
生
ら
に
よ
る
手
作

り
の
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
模
擬
授
業
を

実
施
し
た
。

　
学
科
ご
と
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
す
る

な
か
で
、
教
育
学
科

は
「
先
生
に
な
る
に

は
塾
」を
開
講
。教
員
へ
の
プ

ロ
セ
ス
や
心
構
え
な
ど
を
、

教
育
実
習
を
経
験
し
た
在
学

生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交

え
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

内
容
で
、
高
校
生
た
ち
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
熊

野
市
か
ら
参
加
し
た
と
い
う

男
子
高
校
生
は
特
別
支
援
コ

ー
ス
を
目
指
し
て
お
り
、「
教

授
や
学
生
の
生
の
姿
に
触
れ

た
こ
と
で
、
ぜ
ひ
こ
こ
で
学

び
た
く
な
っ
た
」
と
刺
激
を

受
け
た
様
子
。
他
に
も
記
念

館
で
の
「
茶
の
湯
体
験
」
や
、

大
学
の
ラ
ン
チ
と
外
宮
前
名

物
・
御
饌
丼
が
味
わ
え
る「
学

食
体
験
」、「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
」も
盛
況
で
あ
っ
た
。ス

タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
た
国

文
学
科
一
年
の
阿
谷
勇
さ
ん

は「
準
備
は
大
変
だ
っ
た
が
、

高
校
生
が
笑
顔
で
帰
っ
て
く

れ
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
満
足

げ
。
高
校
生
に
も
そ
れ
ぞ
れ

に
将
来
の
大
学
生
活
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
い
い
体
験
に
な
っ

た
よ
う
だ
。
次
回
は
八
月
二

十
一
日
㈯
に
開
催
予
定
。

演
題

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三
百
七
十
名
が
来
場

高校生英語スピーチコンテスト参加者募集!
　文学部コミュニケーション学科では高校生を対象とし
た第11回高校生英語スピーチコンテストを開催いたしま
す。6月下旬に各高校英語科主任の先生宛に申込用紙
をお送りさせていただきますので、参加ご希望の方は
8月20日までにコミュニケーション学科研究室（☎0596－
22－6472）までご連絡ください。多数のご応募をお待ち
しています。 【申込みは 8月20日締め切り（予定）】
　　開催日時●平成22年10月24日㈰ AM9：30～
　　開催場所●伊勢学舎 4号館 431教室

皇 學 館 学 園 報平成22年 7 月31日 　第27号　()８


